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通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

2021 年１月 29 日発表の「個別業績予想の修正及び連結決算開始に伴う連結業績予想の公表に関するお知ら

せ」にてお知らせいたしましたとおり、当期の通期業績について精査を進めてまいりました。その結果、通期

連結業績予想（2021年１月 29日公表）を下記のとおり修正いたしますのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．2021年６月期連結業績予想の修正（2020年７月１日～2021年６月 30日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主 

に帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（A） 29,920 － － － － 

今回修正予想（B） 34,084 
△5,914 

～△5,038 

△5,937 

～△5,061 

△5,964 

～△5,087 

△969.19 

～△826.80 

増減額（B-A） 4,164 － － －  

増減率（％） 13.9 － － －  

（ご参考）前期実績（C） 

（2020年６月期） 
14,407 1,020 1,012 665 117.97 

増減額（B-C） 19,676 
△6,935 

～△6,059 

△6,950 

～△6,073 

△6,629 

～△5,752 
 

増減率（％） 136.6 － － －  

 

２．修正の理由 

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の影響につきまして、今期末までは現在の状況が続くという仮

定のもと、連結業績予想を算出しております。 

 

（売上高について） 

前回予想を 29,920百万円としておりましたが、エネルギー事業において 2021年４月以降に電力が供給開

始となる案件の落札が増加し、また広告事業・メディア事業は当初計画通りの進捗状況であることから、

34,084百万円（前回予想値から＋4,164百万円）としております。 

 

（各段階利益について） 

2020年12月中旬から2021年１月下旬まで続いた電力取引価格高騰により、第３四半期のエネルギー事業

の売上原価が大きく影響を受け、各段階利益への影響値について精緻な予測が困難となりました。このこと
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から、2021 年１月 29 日発表の「個別業績予想の修正及び連結決算開始に伴う連結業績予想の公表に関する

お知らせ」において、通期の各段階利益及び１株当たり当期純利益の予想を非開示としておりました。今回、

これら各段階利益の予想値に関しても算出可能となりましたので、あらためて開示いたします。 

算出可能となった理由は、まず 2021 年１月の不足インバランス料金の総額が確定したことによります。

総額は税込合計で約 65 億円発生しており、連結損益計算書上、第３四半期に費用計上しております。一方

支払いについては経済産業省が認可した分割払いの特例措置について申請し承認を得ており、2021 年４月

から９分割（支払い金額はおおよそ等分割）で支払う予定で、すでに４月５日に１回目の支払いを終えてお

ります。 

また、自治体の入札集中期（毎年１～３月）を過ぎて４月からの電力供給開始量がおおむね見積り可能

になったこと、さらに季節的に電力取引価格が安定してきたことも、算出根拠を裏打ちする要因となってお

ります。なお、2021 年１～３月の JEPX 電力スポット価格の推移については、下記のとおりとなっておりま

す。 

 

■JEPX電力スポット価格（電力取引価格）水準 

当社の電力調達取引に関わる重要な市況データとして、JEPX 電力スポット価格の月間平均価格推移（シ

ステムプライス（24時間、30分ごと 48コマ）の月間単純平均）をご参考までに記載します。 

 

2021年 1月 2月 3月 

スポット価格単価（月間単純平均） 63.07円 7.50円 6.24円 

 

2020年 7月 8月 9月 10月 11月 12月 

スポット価格単価（月間単純平均） 4.31円  7.04円 6.31円 5.05円 5.56円 13.93円 

※ご参照 JEPX：http://www.jepx.org/market/index.html 

 

なお、残存期間においても、エネルギー事業の売上原価の変動性の影響が認められるため、レンジによ

る開示としております。 

 

  上記のとおり、親会社株主に帰属する当期純利益が△5,964～△5,087 百万円と見込まれることから、仮

に資本増強を実施しない場合、当社は 2021 年６月期末において△3,167～△2,291 百万円の債務超過となる

ことが見込まれます。また今後、2021 年１月分不足インバランス料金を含む、多額の支払いが生じる予定

であることから、それらを踏まえて引き続き、様々な方法での資金調達を検討しております。 

 

（注）上記の業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したもので

あり、実際の業績等は、今後様々な要因により予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

以 上 
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